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いっぱい話して、みんないっぱい話して、みんなで楽しく！楽しく！いっぱい話して、みんないっぱい話して、みんなでで楽しく！楽しく！

　

み
な
さ
ん
は
「
労
働
安
全
衛
生

規
則
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

「
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
第
23

条
で
は
「
事
業
者
は
、
安
全
委
員

会
、
衛
生
委
員
会
又
は
安
全
衛
生

委
員
会
を
毎
月
１
回
以
上
開
催
す

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、
同
条
第
２
項
で
は

「
委
員
会
を
設
け
て
い
る
事
業
者

以
外
の
事
業
者
は
、
安
全
又
は
衛

生
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
関

係
労
働
者
の
意
見
を
聴
く
た
め
の

機
会
を
設
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

50
人
以
上
の
職
場
で
は
、
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
は
必
置
事
項
と

い
う
こ
と
で
す
。
50
人
以
上
の
職

場
で
は
、
毎
月
１
回
は
労
働
安
全

衛
生
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
暑
い
、
寒
い
、
暗

い
、
危
な
い
、
昼
休
み
が
45
分
取

れ
な
い
、
タ
ダ
働
き
、
持
ち
帰
り

残
業
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
問
題
は
起
こ
っ
て
い
な
い

か
、「
顔
色
が
悪
い
、
元
気
が
な

い
職
員
は
い
な
い
か
」
な
ど
、
職

場
環
境
や
労
働
実
態
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
府
で
は
２
０
１
０
年
に
16

人
、
11
年
は
12
人
の
在
職
死
亡
が

あ
り
ま
し
た
。
強
い
ス
ト
レ
ス
や

過
労
は
な
か
っ
た
の
か
、
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
で
も
検
証
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
生
80
年
の
時
代
の
在
職
死

亡
は
、
決
し
て
〝
普
通
の
事
象
〞

で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

 

吉
田　

澄
世

ローアンの

ススメ②②

労働安全衛生委員会
を開催しましょう！

　

初
め
に
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す
。

中
森　

青
年
部
長
の
中
森
で

す
。
土
木
職
で
入
庁
８
年
目
で

す
。
財
産
活
用
課
で
府
有
地
の

測
量
を
し
て
い
ま
す
。

川
西　

副
部
長
の
川
西
で
す
。

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ

ン
タ
ー
の
看
護
師
で
８
年
目
で

す
。

中
曽
根　

同
じ
く
副
部
長
の
中

曽
根
で
す
。
保
健
師
で
５
年
目

　

２
０
１
３
年
度
の
役
員
選
挙
が
終
了
し
、
新
た
に
４
人

の
青
年
部
役
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。〝
仲
間
づ
く
り
が
し

た
い
〞
と
抱
負
を
語
る
新
役
員
の
み
な
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

で
す
。
四
條
畷
保
健
所
の
感
染

症
チ
ー
ム
で
結
核
患
者
の
服
薬

管
理
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

森
藤　

書
記
長
の
森
藤
で
す
。

急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
診
療
情
報
管
理
士
で
３
年
目

で
す
。
電
子
カ
ル
テ
の
管
理
な

ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
と

り
わ
け
自
治
体
の
防
災
の
役
割

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
森

く
ん
は
土
木
職
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
仕
事
を
通
じ
て
感
じ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
森　

津
波
対
策
の
護
岸
工
事

は
過
去
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の

事
態
が
東
日
本
大
震
災
で
は
起

き
ま
し
た
。
僕
は
土
木
職
で
す

が
、
直
接
関
わ
る
仕
事
を
し
て

い
な
い
の
で
、
ど
う
や
っ
て
設

計
し
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い

け
ど
、
関
心
は
あ
り
ま
す
。
自

分
な
り
に
も
勉
強
し
て
い
き
た

い
で
す
。
避
難
対
策
だ
け
で

は
、
全
員
を
守
る
の
は
不
可
能

だ
と
思
う
の
で
、
土
木
の
仕
事

と
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
関
心
が

あ
り
ま
す
。

　

中
曽
根
さ
ん
、
川
西
く
ん
、

森
藤
く
ん
は
健
康
・
医
療
分
野

の
仕
事
で
す
が
、
こ
の
分
野
も

自
治
体
に
と
っ
て
は
大
切
な
仕

事
で
す
よ
ね
。
仕
事
を
通
じ
て

感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

中
曽
根　

公
衆
衛
生
の
仕
事
は

予
防
が
基
本
で
す
。
利
益
は
生

じ
な
い
の
で
民
間
で
は
で
き
な

い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

間
の
市
町
村
へ
の
業
務
移
管
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
水
準

が
確
保
さ
れ
る
か
心
配
で
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
、
お
金
が
な

い
人
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
予
防
を
す
る
こ
と
で
、
病

院
に
か
か
れ
な
く
て
も
健
康
で

い
ら
れ
ま
す
。

川
西　

大
阪
に
は
多
く
の
病
院

が
あ
り
ま
す
が
、
大
阪
府
立
の

病
院
と
し
て
、
５
セ
ン
タ
ー
が

専
門
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

森
藤　

管
理
に
関
わ
る
仕
事
を

し
て
い
て
、
制
度
を
説
明
す
る

だ
け
で
な
く
仕
事
の
や
り
方
な

ど
話
し
合
っ
て
理
解
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
共
有

し
合
う
た
め
に
相
手
と
の
信
頼

関
係
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
分
か
ら
な
い
点
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
一

年
、
ど
ん
な
青
年
部
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

か
。

川
西　

み
ん
な
に
分
か
り
や
す

く
、
参
加
し
や
す
い
組
合
活
動

に
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

中
曽
根　

私
は
入
庁
し
た
時
、

組
合
は
み
ん
な
を
守
っ
て
く

れ
、
み
ん
な
が
入
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
の
で
府
職
労
に
入
り

ま
し
た
。
で
も
、
組
合
の
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
、
み
ん
な
で
勉
強

し
な
が
ら
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
活
動
を
し
た
い
で

す
。

森
藤　

配
属
さ
れ
て
す
ぐ
誘
わ

れ
て
府
職
労
に
入
り
、
ま
だ
よ

く
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
け

ど
、
楽
し
い
取
り
組
み
を
し
な

が
ら
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

仲
間
づ
く
り
の
で
き
る
楽
し

い
青
年
部
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

中
森　

「
役
員
に
な
っ
た
」
と

固
く
な
り
過
ぎ
ず
、
み
ん
な
で

楽
し
く
活
動
し
た
い
で
す
。

中曽根万紀子 副部長中森　貴大 部長

川西　領治 副部長

森藤　祐史 書記長

青年部新役員
 インタビュー

記
１　〈給与控除により住宅ローン等の証書貸付のご返済をされている方〉
　　 　ご契約いただいております証書貸付のご返済について普通預金からの自動振替に変更さ

せていただくことになります。
　　 　なお、普通預金へのご入金については給与振込み等によりご本人様にてご入金をお願い

します。　＊別途、お取引の営業店よりご案内させていただきます
２　〈給与控除により普通預金にご入金されている方〉
　　 　普通預金への入金については給与振込み等によりご本人様にてご入金をお願いします。
　　 　特に普通預金から自動振替によってマイプランなどの返済金を振替えてご返済いただい

ている方は、2013年３月給与分以降は給与控除にて入金されなくなりますのでご注意くだ
さい。

３　〈給与控除によりエース預金をお積立していただいている方〉
　　 　普通預金からの自動振替による積立入金にご変更いただき、給与振込み等によりご本人

様にて普通預金にご入金をお願いします。
　　 　お手続きの無い場合は、積立が休止したエース預金として口座維持させていただきま

す。　＊別途、お取引の営業店よりご案内をさせていただきます
お問い合わせはお取引のろうきん各支店まで

労働金庫に関わる給与控除終了にともなうご案内　

　平素は、〈ろうきん〉をご愛顧いただき誠にありがとうございます。
　さて、このたび諸般の事情により、給与支給明細書の「掛金等内訳書の中の労働金庫の欄」に
おける給与控除について、2013年３月末をもって終了させていただくこととなりました。
　終了に伴いまして、下記の取引をご利用いただいているお客様につきましては、ご本人様にて
ご入金いただくことになりますことについて、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
　なお、ご不明な点がございましたらご利用いただいている、ろうきん各営業店までお問い合
わせください。

「
府
民
の
い
の
ち
・
生
活
守
り

「
府
民
の
い
の
ち
・
生
活
守
り
、、

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

９月府議会開会

育
な
ど
福
祉
に
関
わ
る
基
準

を
国
通
り
の
基
準
と
す
る
の

か
、
国
基
準
を
上
回
る
基
準

に
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
の
基
準
と
同
じ
で
は
な

く
、
府
と
し
て
府
民
の
生
活

を
第
一
に
考
え
、
大
阪
府
独

自
に
国
を
上
回
る
基
準
と
す

　

９
月
府
議
会
が
９
月
21
日

か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
主
権
一
括
法
」
に
も

と
づ
き
、
国
が
こ
れ
ま
で
定

め
て
き
た
基
準
を
各
自
治
体

で
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
府
議
会
で
は
各
基
準
に
つ

い
て
の
審
議
が
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
保

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
府
議
会
で
は

「
維
新
の
会
」
が
「
政
治
活

動
規
制
条
例
」
や
「
労
使
関

係
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
を

提
案
す
る
動
き
も
あ
り
、
予

断
を
許
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
「
条
例
」
は
職
員
の
基
本

的
人
権
を
侵
害
し
、
憲
法
や

地
公
法
に
も
違
反
す
る
も
の

で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
府
議
会
で
は
、
府
民

の
い
の
ち
や
生
活
を
守
り
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

の
大
災
害
に
ど
う
備
え
る
か

な
ど
、
震
災
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
真
剣
な
議
論
が
さ
れ
る
べ

き
で
す
。

　

議
会
開
会
日
の
９
月
21
日

に
は
、
府
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
や
府
民
が
要
求
を
持
っ

て
集
ま
り
、
１
６
０
人
で
開

会
日
行
動
（
集
会
と
パ
レ
ー

ド
）
を
行
い
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る

仲
間
づ
く
り
の
で
き
る

仲
間
づ
く
り
の
で
き
る

青
年
部
活
動
を
！

青
年
部
活
動
を
！

つながっている　29％

あまりつながっていない　54％

よくつながっている
　　　　2％

まったくつながっていない　13％

勤務意欲の向上

■ 当局の職員アンケート結果【職員被評価者】（2010年７月）

その他　2％

つながっている　28％

あまりつながっていない　59％

よくつながっている
　　　　3％

まったくつながっていない　9％

資質・能力の向上

その他　1％

■ 当局の評価者アンケート結果（2009年２月）

まあ評価しやすい　44.1％
やや評価しづらい　40.7％

評価しやすい
　　3.5％

評価しづらい　7.8％

評価基準見直しに対する評価について

空欄　3.9％

つながっている　32％

あまりつながっていない　51％

評価結果を反映することが職員のが
んばりにつながっていると思うか
まったくつながっていない　11％

その他　3％

よくつながっ
ている　3％

「成果主義」「成果主義」
を考えるを考える ②

公
務
員
の
基
本
的
性
格

を
歪
め
る「
成
果
主
義
」

　

今
日
、
自
治
体
を
は
じ
め
公

務
の
職
場
に
お
い
て
は
、「
職

員
の
意
識
改
革
、
勤
務
意
欲
の

向
上
」
な
ど
能
力
と
実
績
に
応

じ
た
「
新
た
な
人
事
管
理
制

度
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
企

業
的
な
発
想
で
成
果
主
義
（
信

賞
必
罰
の
人
事
管
理
）
を
公
務

職
場
に
導
入
さ
れ
る
と
、
効
率

優
先
や
競
争
の
原
理
を
持
ち
込

む
こ
と
に
な
り
、
目
先
の
結
果

や
「
上
司
の
目
」
ば
か
り
気
に

す
る
職
員
を
つ
く
り
、
公
務
の

公
共
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
方
自
治
体
は
、「
住

民
及
び
滞
在
者
の
安
全
、
健

康
、
福
祉
を
保
持
す
る
」（
地

方
自
治
法
第
２
条
）
こ
と
が
目

的
で
す
。
そ
の
た
め
に
「
住
民

全
体
の
奉
仕
者
」
で
あ
る
職
員

は
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
住

民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
食
中
毒
事
件
で

企
業
閉
鎖
に
な
っ
た
雪
印
食
品

や
原
発
ひ
び
割
れ
事
故
隠
し
の

東
京
電
力
な
ど
、
企
業
の
社
会

的
モ
ラ
ル
が
大
き
く
問
わ
れ
る

事
件
や
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
企
業
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
を
麻

痺
さ
せ
た
背
景
に
は
、「
成
果

主
義
」
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治

体
職
場
で
の
「
成
果
主
義
」
人

事
管
理
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
公

務
員
が
「
全
体
の
奉
仕
者
」
と

い
う
基
本
的
な
立
場
を
逸
脱

し
、
公
務
全
体
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
能
力
・
成
果
主
義
」
に
基

づ
く
人
事
評
価
制
度
は
、
一
人

ひ
と
り
の
「
能
力
」「
業
績
」

な
ど
を
評
価
し
、
そ
の
職
員
の

処
遇
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
公
務
職
場
で
の
仕
事

や
業
務
と
い
う
の
は
、
絶
え
ず

チ
ー
ム
で
の
協
力
や
集
団
体
制

の
も
と
で
成
果
が
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
個
人
を
単
位
に
評

価
す
る
と
い
う
基
本
的
な
制
度

矛
盾
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
務
員
の
人
事
評

価
制
度
は
、
縁
故
採
用
や
情
実

人
事
、
恣
意
的
な
人
事
を
な
く

し
、
さ
ら
に
政
治
介
入
を
認
め

な
い
「
猟
官
制
度
（
ス
ポ
イ
ル

ズ
シ
ス
テ
ム
）」
の
排
除
に
よ

っ
て
、
公
平
・
公
正
で
効
率
的

な
行
政
運
営
を
確
立
す
る
人
事

制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

賃
金
や
処
遇
の
決
定
に
競
争
原

理
に
基
づ
く
「
成
果
主
義
」
を

導
入
す
る
こ
と
は
、
公
務
員
の

基
本
的
性
格
を
大
き
く
歪
め
る

も
の
に
な
り
ま
す
。

職
場
か
ら
の
不
満
の
声

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い

　

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

公
務
員
に
成
果
主
義
は
馴
染
む
の
か
？

毎
年
の
評
価
制
度
「
見
直
し
」、職
員
か
ら
不
満
の
声
！

各
部
局
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

に
基
づ
く
人
事
評
価
を
見
直

し
、「
新
人
事
評
価
制
度
」
と

し
て
99
年
度
か
ら
試
験
的
に
導

入
、
00
年
度
の
試
行
実
施
を
経

て
、
01
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ

せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
格

実
施
し
た
以
降
で
も
毎
年
の
よ

う
に
評
価
基
準
等
の
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
絶
対
評
価
で
Ａ
と

Ｂ
が
増
加
す
る
一
方
で
Ｃ
が
減

少
す
る
と
い
う
「
寛
大
化
」
傾

向
に
対
し
て
、
再
評
価
で
恣
意

的
に
「
評
価
」
を
引
下
げ
る
な

ど
、
評
価
者
か
ら
も
批
判
の
声

が
上
が
り
、
未
成
熟
な
制
度
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
声

は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
局
の
人
事
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
（
別
表
）
で
は
、「
勤
務
意

欲
、
資
質
・
能
力
の
向
上
」
の

設
問
に
対
し
、
約
７
割
の
人
が

「
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」
と
答

え
、「
評
価
結
果
の
賃
金
反
映

が
職
員
の
頑
張
り
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
」
に
も
６
割
以
上
が

否
定
的
に
答
え
て
い
ま
す
。
09

年
に
実
施
し
た
評
価
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
「
評
価
し
づ
ら
い
」

「
や
や
評
価
し
づ
ら
い
」
が
合

わ
せ
て
約
過
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
府
職
労
の
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
評
価
結
果
の

賃
金
リ
ン
ク
に
８
割
の
職
員
が

「
反
対
」
と
回
答
し
、「
不
透

明
な
評
価
で
納
得
で
き
な
い
」

「
や
る
気
を
失
う
制
度
だ
」
と

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
恣
意
的
な
評
価

や
客
観
性
の
な
い
評
価
基
準
に

対
す
る
不
満
の
声
は
、
導
入
後

12
年
経
過
し
た
も
と
で
も
解
決

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

新
人
事
評
価
制
度
の
数
々
の
問
題
点

新
人
事
評
価
制
度
の
数
々
の
問
題
点

近畿労働金庫
ろうきんからの
お知らせ

horo
スタンプ


